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神奈川県鉄道輸送力増強促進会議　令和４年度　要望・回答

江ノ島電鉄

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅰ　輸送力増強

１　輸送計画の改善
(1) 輸送力の増強 　ゴールデンウィークやアジサイの開花時期といった観光シーズンにな

ると、鎌倉駅や長谷駅においては、依然として車内のみならず、ホーム
上や駅周辺にも利用者が滞留し、混雑することで、遅延等が生じてお
り、定時性が確保できない状況となっています。このため、市民が利用
する際も、乗車までに長い待ち時間が生じるなど、市民生活に大きく影
響を及ぼしている状況となっています。
　また、自動車利用の観光客による交通渋滞などが問題となっています
が，上記のように定時性の確保ができないため，公共交通機関への転
換を促しがたい状況となっています。
　つきましては、運行間隔の短縮等を含めたピーク時に対応できる輸送
力の増強を要望いたします。

　以前は鎌倉駅、長谷駅については、主要観光施設も多く、年間を通し
て土休日には多くのお客様にご利用いただいていたことから、当社線に
おいての混雑区間となっておりました。そのため、駅出入口拡大や改札
機増設等設備面での対策にとどまらず、駅係員の増員や警備員の配置
を行ない、駅改札口付近、ホーム等の乗客整理を行っておりましたが、
現状の施設では、４両編成、１２分間隔の列車運行が最大限であり、列
車の増発は出来ません。
  新型コロナウイルス感染症については行動制限が緩和され、徐々に人
流が戻りつつ、以前のように混雑が発生することも予想されることから、
今後の主要駅改修の際には駅滞留スペースの確保、車両新造や改修
の際には、車内フリースペース設置等の検討を進めてまいります。
  ついては、神奈川県、鎌倉市におかれましても、要望事項が早期に実
現できるように、また混雑が予想される時期におかれましては、電車の
混雑予測に関するPR・発信等、引き続きご協力を宜しくお願いいたしま
す。

(2) 鎌倉駅５番線ホームの活
用について

　現在、江ノ電鎌倉駅は乗車に３番線、降車に４番線、早朝・特定日に５
番線から乗降する櫛形ホーム（頭端式(とうたんしき)ホーム）の形状と
なっており、現在は、ゴールデンウィーク等の超混雑期（特定日）のみ鉄
道遅延を減らすため、使用されていると考えています。
　夏休み期間や紅葉シーズン等の繁雑期においては、これまでにも鎌
倉駅では駅係員の増員等の対応を行っていただいているところですが、
特に土休日の遅延等が発生し運休が発生することによって、鉄道輸送
量の低下が発生していると考えています。
　コロナ禍の中ではありますが、今後の収束による一定の回復を見据
え、今後はゴールデンウィーク等のみならず駅構内及びホーム上が混
雑し、密となることを避ける観点及び列車の定時制確保の観点から、沿
線住民及びその他観光利用者等の利便促進のため、今後の５番線の
運用等を拡大・検討していただくよう要望いたします。

　鎌倉駅での5番線を利用した列車運用拡大については、車両検査の
関係から必要車両数が不足し難しい状況です。引き続き、駅係員や警
備員を配置し、安全にご利用できるように努めてまいります。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅱ　利便性向上
１　駅施設等の整備

(1) 高齢者、障害者、乳幼児
連れの保護者等に配慮し
た駅施設の改善等

　「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフ
リー法）」に基づき、バリアフリー化について、整備を進めていただいて
いるところですが、「移動等円滑化の促進に関する基本方針」も踏まえ、
誰もがより安全かつ自由に駅を利用できるよう、引き続き、次の事項につ
いて、特段に配慮されるよう要望いたします。
　また、県内市町村において、バリアフリー法に基づく基本構想が作成
されている場合、当該基本構想に基づく公共交通特定事業計画の作成
及び移動等円滑化にかかる事業を推進し、整備にあたっては、高齢者・
障害者など駅利用者の意見を聞きながら進めるよう要望いたします。

　高齢者、障害者等の移動等の円滑化に配慮した駅施設の改善につ
いては、全駅においてスロープ・車椅子用昇降機・ＥＶ等により、平成28
年10月にバリアフリー化が完了しております。
　今後も、法令や基本構想に基づき、駅施設等整備に努めてまいりま
す。

①転落防止
　ホームドアや可動式ホーム柵は、ホームからの転落や触車防止に有
効な施設であると認識しているため、乗車客数の多い藤沢駅、観光シー
ズンになると車内のみならずホーム上では身動きがとれないほど大変混
雑する鎌倉駅、長谷駅への早期設置をお願いいたします。なお、設置
まで長期間かかる駅については、藤沢駅、湘南海岸公園駅、鎌倉駅へ
設置していただいているCPラインの積極的な導入を要望いたします。
　また、令和元年度に、藤沢駅のホームのすき間解消、鎌倉駅のホーム
の段差及びすき間解消を行っていただいていますが、他の駅のホーム
と車両との段差及びすき間の解消についても、引き続き取組みをお願
いいたします。

　転落事故を防止するうえで、ホームドアや可動式ホーム柵の有効性は
高いものでありますが、弊社のプラットホームは狭小であるため、必要に
応じてＣＰラインの導入を検討してまいります。
　駅ホームの段差及びすき間については、解消するべき課題とは認識し
ておりますが、ホームの抜本的改修が必要であり、相当の費用を要する
ことから、今後の改修計画時には補助等のご協力を宜しくお願いいたし
ます。

②バリアフリートイレ等
　妊産婦・乳幼児連れの保護者等が安心して利用できるよう、子どもサイ
ズの便器、手洗い器、ベビーベッド、授乳室等の施設整備を要望いたし
ます。また、オストメイト対応設備については、平成30年に江ノ島駅へ温
水シャワー付きを設置していただいていますが、藤沢駅についても、障
害のある方にも利用しやすい駅とするため、温水シャワー水栓付き汚物
流しのタイプに改良していただくとともに、車いすを使用するオストメイト
にも利用可能な高さ調整機能の導入を要望いたします。

　主要駅にはバリアフリートイレを整備していますが、敷地の制約もあり
全駅に設置出来ないのが現状です
　なお、バリアフリートイレ既設駅につきましては、今後の改修時に設置
設備の充実を図ってまいります。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

③ＡＥＤ等
　心肺停止状態に陥った急病人に対するＡＥＤの使用は、その急病人
の予後に大きく影響するため、現在有人駅に設置していただいているＡ
ＥＤについて、駅がその地区のランドマークになっており、設置効果が期
待できる無人駅にも設置していただくよう要望いたします。

　ＡＥＤは、現在8駅に設置していますが、残りの7駅については、今後、
継続的に設置を検討してまいります。

④案内表示
　平成31年より、全駅に運行情報システムを新設し、表示と音声の両面
で案内を開始、また、藤沢駅および鵠沼駅ならびに江ノ島駅には、触知
案内図を設置していただいていますが、音響音声案内装置等の設置、
自動券売機の点字シールによる表示、聴覚障害者が視覚的に情報を
得ることができる電光掲示板の設置等施設改善を引き続き要望いたしま
す。
　加えて、駅構内にＡＥＤを設置して，急病人発生に備えていただいて
いますが，どこにＡＥＤが設置されているのかがわかりづらいという市民
からの声が届いています。ＡＥＤが設置してある場所にはステッカー等
が貼られているのですが，設置場所まで近づかないと分からないのが現
状です。トイレへの誘導標識のように，ＡＥＤの設置場所が遠くからすぐ
に分かるような標識の設置や，駅構内図へのＡＥＤの設置場所の記載
等を要望いたします。

　弊社では、平成31年1月より、全駅に運行情報システムを新設し、表示
と音声の両面で案内を開始しており、同システム導入により、聴覚障害
者の方へも情報の提供が可能となりました。来年度以降、Webによる列
車運行情報を開始いたします。また、駅構内AEDの標識については、既
に駅構内案内図へ表示しております。

⑤人員対応
　高齢者、障害者等が利用しやすいよう、ラッシュ時などにおいては、改
札・精算窓口の駅職員を増員するなど必要な駅員を配置するとともに、
利用者への声かけなどの心のバリアフリーの啓発を引き続き要望いたし
ます。

　心のバリアフリー啓発については、「声かけ・サポート運動」強化キャン
ペーン等を実施し、交通弱者の方々が鉄道係員のみならず、一般の
方々より支援いただけるように、ポスター掲出や駅・車内での放送等、積
極的な啓発活動を推進しております。
　今後についても適時啓発活動を継続してまいります。また、駅係員が
臨機に対応してまいります。

(2) 鎌倉駅構内の整備 　鎌倉駅については、ゴールデンウィークやアジサイの開花時期といっ
た観光シーズンになりますと、車内のみならずホーム上では身動きがと
れないほど大変混雑し、容易に乗降等ができない状況です。
　また、令和４年１月から鎌倉幕府を題材としたＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿
の13人」が放送されており、新型コロナウイルス感染症の流行が収束し
た折には、鎌倉駅への多数の観光客の来訪が見込まれることを踏まえ
ると、駅構内におけるより一層の安全性確保に取り組む必要がありま
す。
　つきましては、人員配置の増強などこれまで取り組まれているソフト対
策に加え、ハード対策として、ホームの拡張等を含めた駅構内の整備を
要望いたします。

　新型コロナウイルス感染症については、行動制限が緩和され、徐々に
人流が戻りつつあることから、今後の混雑状況を見ながら、駅係員や警
備員の配置等検討を進めてまいります。
　また、鎌倉駅混雑対策および安全対策については以前より継続的に
検討しておりますが、ＪＲ東日本との接続駅であることから、抜本的な改
善には鎌倉市で進めています鎌倉駅西口再開発計画を積極的に推進
していただき、当社としても参画してまいります。
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(3) 長谷駅の移動経路につい
て

　高齢者、障害者をはじめとしたすべての利用者にとって、円滑な移動
経路の確保が可能となるよう整備を要望いたします。長谷駅の江ノ島駅
方面行ホームのスロープとなっている出入口については、常時開放され
ておらず、高齢者や子ども連れの保護者などスロープを必要とする利用
者には不便となっています。開放する時間を増やすなどの対応ととも
に、今後、江ノ島駅方面行ホームの改修等を行う際には常時開放につ
いて検討することを要望いたします。

　長谷駅江ノ島方面行ホームの臨時改札口については、2023年1月23
日初電より常時ご利用出来るようにいたしました。

(4) 腰越駅及び七里ヶ浜駅の
車いす用のリフトの運用時
間について

　腰越駅及び七里ヶ浜駅の車いす用のリフトの運用時間については、駅
員の配置時間である午前９時から午後６時に限られており、通勤・通学
の方には不便であるとの声が届いています。運用時間の拡大など現状
の改善を要望いたします。

　駅員の配置時間拡大については、業務時間外の要員確保が難しい状
況ですが、事前連絡や駅インターホンでの連絡により駅係員が可能な
範囲で対応いたします。

(5) 視覚障害者に対する簡易
改札機の利便性の向上に
ついて

　鎌倉市身体障害者福祉協会から、視覚障害者が簡易改札機を利用
する際、ＩＣカードをタッチする位置が分からず、利用が難しいという意見
が出ています。
　視覚障害者が利用しやすい簡易改札となるよう、改札機への視覚障
害者用誘導ブロックの整備並びにＩＣカードをタッチする位置への音声
誘導案内や点字表示の整備を要望いたします。

　ご要望については、解消するべき課題とは認識しておりますが、駅務
機器の改修等は相当の費用を要することから、早期に対応することが難
しい状況です。
　事前連絡や駅インターホンでの連絡により、駅係員が臨機に対応して
まいります。

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅲ　その他
(1) 自転車等駐車場用地の提

供等放置自転車対策の推
進

　自転車等駐車場の設置については、駅周辺については用地の確保を
含め、公共空間を活用した路上駐輪施設の設置を進めるなど各自治体
において鋭意努力していますが、駅周辺には適地が少なく苦慮してい
ます。
　つきましては、自転車やバイクの利用者の大部分が通勤・通学者であ
ることから、用地の提供及び確保、施設の設置や維持への助成等、放
置自転車対策の推進について、積極的に取り組まれるよう要望いたしま
す。
　なお、藤沢市では、藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画に基づく
事業と連携した駐輪場施設整備の検討を行っていますので、貴社にお
かれましても、引き続き自転車等駐車場の管理運営・用地の提供等の
協力について、ご検討をお願いいたします。
　また、鵠沼駅・湘南海岸公園駅について、藤沢市が民間から土地を借
用して自転車等駐車場の管理運営を行っているところですが、貴社に
おかれましても、自転車等駐車場の管理運営・用地の提供等の協力に
ついて、ご検討をお願いいたします。

　自転車等駐車場用地の提供については、藤沢駅～石上駅・稲村ヶ崎
駅・極楽寺駅にて行っております。また、稲村ヶ崎駅においては鎌倉市
と連携、2021年度末に拡張が完いたしました。今後も可能な限り協力で
きるよう検討をしてまいります。


